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下大和田・小山町谷津田だより －2025 年１月 No.275 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 299回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2024 年１２月 １日（日）晴れ    報告：鈴木郁也 

この日は淡い空色がきれいな冬晴れの日でした。冬枯れのおかげで、先

月に比べれば歩きやすい道が多くなりましたが、調子に乗って奥へ奥へと

藪漕ぎをすると、ノイバラの群落に突っ込んでしまいました。開けた場所

では双眼鏡を構えて野鳥を探しました。この日はあまり鳥の姿が見られ

ず、唯一印象深かったのがカラスがオオタカを追いかけていた場面でし

た。例年ヒラタケが生える木が倒れてしまっていましたが、少数ながら今

年も生えてくれていて、観察会終了後に参加者で山分けして持ち帰りまし

た。         参加者１５名（大人１０名、大学生２名、小学生２名、幼児１名） 

     

森と水辺の手入れ「復田作業Ⅴ」 2024 年１２月 ７日（日） 晴れ     報告：平沼勝男 
週間天気予報ではこの日から厳しい寒さになるとの予報でした。しかし

当日は日が照り、風もなく、作業をするとうっすら汗をかく程度。ちょう

ど良い天気と言えたでしょう。この日の作業は３回目となる復田です。前

回ポンプを持って行かないという失態の反省から、この日はポンプが大活

躍することとなりました。アシの地下茎の除去がテーマなのでポンプの水

圧を地下茎にぶつけ泥を飛ばし、取り出します。レンコンの収穫方法と同

じです。しかし実際にはそう簡単ではありませんでした。まず泥が深い。

膝上まである丈の長い水田用の長靴を履いていても、泥水は長靴の中に入ってきました。長靴が泥から抜け

なくなるスタッフもいました。地下茎が深いところでつながっていることが度々あり、都度スコップで分断

ました。泥深い中でこの作業は重労働でした。しかし作業を続けることで、だんだんと田んぼらしい状態に

なってくるのが分かるので、その点は楽しかったです。何より気心の知った仲間とする作業は良いですね。 
参加者 ７名（大人６名、大学生１名） 

                  

第３０６回 下大和田ＹＰＰ「収穫祭」 2024 年１２月１４日（土） 晴れ   報告：平沼勝男 

今年の収穫祭はお米つくりがなかったため、趣向を変えてピザパーティーにしました。場所はおなじみ谷

津田ビジターセンター（伊瀬戸銘木店）。谷津田で育て、収穫した有機栽培の小麦を使ったピザです。十分に

火を入れた耐火煉瓦のかまどはあっという間にピザを焼き上げます。手

作りピザは絶品でした。ピザつくり以外にも様々な催しものを用意しま

した。大勢の方々の訪れを予想して、午前の部と午後の部に分けまし

た。午前の部ではどんぐりクラフト体験、思いの品や手作り品を販売し

たフリーマーケット、地元農家の作る谷津田米の販売などをしました。 

午後の部では、地元の罠猟師から頂いたイノシシ肉の料理。この時期

は一番イノシシの肉がおいしくなる時期だそうで、確かに美味しかったです。もうひとつ今年の谷津田で収

穫した大麦で作ったクラフトビールの販売＆実飲。ビールの製造と販売をお願いしたのは稲毛にお店を構え

る「いなびや」さんです。想像以上においしいビールでした。毎晩ビールを飲む筆者が認めます。朝から夕

方まで多くの人が来てくれました。実にたのしい収穫祭でした。 

参加者５６名（大人４１名、大学生２名、中学生２名、高校生１名、中学生２名、小学生７名、幼児３名）  

森と水辺の手入れ「復田作業Ⅵ」 2024 年１２月１５日（日） 晴れ      報告：鈴木郁也 
この日は復田作業の続きを行いました。参加人数は少なかったですが、大学の友人が一人駆けつけてきて

くれて、とても心強く感じました。作業を始めたばかりの頃はまだ田んぼに氷が張っており、凍えるような

思いで冷たい泥に手足を突っ込んでアシの根と格闘しました。 

作業終了後、友人と田んぼのすぐ横を流れる川に入って生き物調査をしました。二人で追い込んでガサガ

サをすると、メダカやホトケドジョウ、大きなタモロコなどが網に入りました。 

先の見えない復田作業ですが、これらの生き物が田んぼに戻ってきてくれるならば、また頑張ろうと思えま

した。                           参加者 ７名（大人５名、大学生２名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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 ＜小山町での活動＞ 

☆第 231 回 小山町 YPP「古代米のもみすり」 2024年１２月 ７日（土）晴れ     報告：柳町健治 

古代米とＭＹ田んぼの 籾摺りを「古民家 和かな」で行いました。天候にも恵まれ順調に終えることがで

きました。古代米はボランティア他お世話になった方々に少しずつですがおくばりしました。途中の昼休憩は

古民家の中で予約していたお弁当を頂きました。相変わらず美味しいお弁当でした。 参加者５名（大人５名） 

☆令和６年度期 あすみが丘小学校脱穀作業  2024年１２月１６日（月）晴れ     報告：江澤芳江 

心配した寒さもほとんど感じることなく暖かい陽射しのもとでの活動になりました。5 年生 130 人を前半後

半に分け、さらに 6つのグループに分かれて、足踏み脱穀機や唐箕がけ、籾摺りを行ないました。子どもたち

に 1番人気があったのは脱穀し終わった藁を使っての縄ない。ボランティアのお父さん、お母さんから教わり

ながら、縄でリースを作ったり、長く延ばして縄跳びにしたり、夢中になって作っていました。今年のあすみ

小田んぼの活動も、子どもたちやボランティアの方々のパワーで無事終えられたことにみんなで感謝して脱穀

を終了しました。 

【谷津田・季節のたより】 2024年１２月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

12/ 1 冬鳥の季節になりました。アオジの声がやぶの中から聞こえます。数は少ないようですがウグイスも

やぶの中からチャッチャッと独特の地鳴きが聴こえます。心配なのはカシラダカです。今年は僅かなよ

うです。シジュウカラやヤマガラも少なく感じます。周辺の木を切られたりしたせいでしょうか鳥の数

は全体的に少なく感じました。    

＜小 山 町＞ 報告 た：たんぽぽ  高：高山邦明 
12/ 6 冷え込んで早朝の気温が２℃、クサシギが鳴きながら上空を飛ぶ（高） 12/8 師走だというのに田んぼに

ナツアカネやオオアオイトトンボの姿（高） 12/9 大きなフクロウ音もなく目の前を横切り飛来、近くの木

から顔だけコチラを向けて様子を伺う（た） 12/12 田んぼ初氷（た） 12/13 クサシギが小学校田んぼに

鳴きながら飛来（た） 12/14 田んぼにオオアオイトトンボが 1頭、これが今季のトンボの最後の姿、カシ

ラダカがアシ原に逃げ込む、久しぶりに田んぼでカワセミを見る、ヒヨドリがセンダンの実を食べに来ていた、

田んぼの脇にキジバトの羽根が散乱、ノスリに襲われたのか（高） 12/22  田んぼの撮影にドローンを上げ

るとノスリが餌と間違えて飛び出してきた、田んぼでキジバトの群れをよく見かけるようになり、ノスリが狙

っているらしい（高） 12/23 早朝にアカハラ、地上をてくてく（た） 12/28 2羽のメジロ、灌木周りで

戯れる（た）、田んぼから冬鳥のタシギが 2羽飛び立つ、タシギを見るのは久しぶり、カワセミが田んぼで餌

を採っていた（高） 12/29 早朝、気温が氷点下２℃まで下がって田んぼが全面結氷、ビワの花の蜜をメジ

ロが吸う（高） 12/31 タシギ 1羽が定着した様子で毎朝姿を見る、アオジやカシラダカも常連に（高） 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞           

・森と水辺の手入れ「復田作業Ⅶ」 

日 時：2025年 １月１８日（土） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：来年の米づくりに向けて、休耕田の復田作業を行います。 

持ち物：長靴、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物など  参加費：無料 

・第 307回 下大和田ＹＰＰ「新春 もちつき大会」 
日 時：2025年 １月１９日（日） ９時 45分～１４時頃 

場 所：下大和田谷津田 

内 容：下大和田産のもち米を使って、臼と杵を使った本格的なもちつきをします。 

持ち物： お皿、お椀、コップなど。 

参加費：中学生以上５００円、小学生３００円 

・第 301回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2025年 ２月 ２日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：冬鳥の観察を中心に、鹿島川合流部まで巡ります。ニホンアカガエルの卵塊調査もします。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物  参加費：100 円 
＜小山町谷津田＞ 

▼第 232回 小山町 YPP「田んぼの手入れ」 
日 時 ：2025年 １月１９日（土） 10時 00分～ ☆小雨決行 
内 容 ：今年の米づくりに向けて、あぜなど田んぼの手入れを始めます。 
場 所 ：小山町谷津田 ※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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